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平成29年6月号（第253号） 

 

 

エコアクションを 
はじめよう！つづけよう！つなげよう！ 

http://aichi-eco.com 

「おさんぽ deいきものみっけ」を開催します（Ｐ３） 

三河湾環境再生プロジェクトを推進します（Ｐ５） 

 

ＡＥＬ
あ え る

ネットスタンプラリーを開催します（Ｐ４） 

6 月は環境月間です！ 

あいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業の交付団体
を決定しました（Ｐ７） 



- 2 - 

 

 

 

わが国では、6月を環境月間とし、環境問題の重

要性を認識するとともに、将来に向かって、よりよ

い環境を創出するための努力と決意を新たにする機

会としています。 

これは、昭和 47年 6月 5日から 2週間、スウェー

デンで開催された国連人間環境会議を記念して、国

連により 6月 5日は「世界環境デー」と定められた

ことによるものです。 

また、6月 5日は環境基本法により「環境の日」

と定められています。 
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愛知県では、環境月間の取組として、県内の環境 

の保全に関して、顕著な功績のあった個人･団体につ

いて、その功績をたたえることとしており、今年は

6月5日(月)に県本庁舎の正庁で表彰式を行います。 

また、将来世代のためにも、恵み豊かな環境を維

持しつつ、環境への負荷の少ない持続可能な社会を

形成していくことが求められていますので、県民の

皆様一人一人に持続可能な未来のあいちの担い手と

なっていただけるよう、環境学習事業に取り組んで

います。 
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 環 境 政 策 課 企画・広報グループ 電話 052-954-6210（ダイヤルイン） 

環境活動推進課 環境学習グループ 電話 052-954-6208（ダイヤルイン） 

 

 

６月は環境月間です！ 
～持続可能な社会に向けて～ 
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ハンディびょうぶ 

□□□□□□□□ 

 

 

愛・地球博記念公園（モリコロパーク）を散歩し、

身近な自然とのふれあいを通じて、季節や生き物と

のつながりを感じることができる「おさんぽ deいき

ものみっけ」を、東邦ガス株式会社の協賛を得て開

催します。 

参加者には、散歩が楽しくなる「ハンディびょう

ぶ」をプレゼントします。受け取ったら散歩を開始

し、たくさんの生き物を、森の案内人（インタープ

リター）と一緒に見つけます。スタンプを集めなが

らゴールを目指せば、世界にひとつだけのオリジナ

ルハンディびょうぶが完成します。 

事前の申込みは不要で、参加費は無料です。子ど

もから大人まで楽しめるイベントですので、多くの

方のご参加をお待ちしています。 

 

 

1 開催日時 

6月 11日（日）  

（荒天予備日 6月 18日（日）） 

10：00～15：30（受付時間） 

※ ハンディびょうぶ（500冊）がなくなり次第

受付終了 

2 スタート地点 

モリコロパーク内 西口休憩所前テント 

（随時受付） 

3 ゴール地点 

モリコロパーク内 もりの学舎
まなびや

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 主催等 

主催：愛知県 

特定非営利活動法人 もりの学舎自然学校 

協賛：東邦ガス株式会社   

協力：公益財団法人 愛知県都市整備協会 

 

詳細は Webページをご覧ください。 

（http://www.pref.aichi.jp/soshiki/ 

         kankyokatsudo/osanpo.html）□

□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おさんぽを楽しむ参加者の様子（昨年度） 

「おさんぽ de いきものみっけ」を開催します 

 

環境活動推進課 環境学習グループ 
あいち環境学習プラザ 

電話 052-972-9011（ダイヤルイン） 

 

スタンプを押す参加者の様子（昨年度） 
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愛知県では、地域における環境学習の推進を図る

ため、県内の民間や市町村の環境学習施設等で構成

する愛知県環境学習施設等連絡協議会【Aichi 

Environmental Learning Network、愛称：AEL（あえ

る）ネット】を設置しています。 

このたび、より多くの県民の皆さんに楽しく環境

学習を行っていただくため、AELネットに加盟する

169施設等において、「AELネット環境学習スタンプ

ラリー」を開催します。 

対象施設への来館、講座・イベントへの参加によ

りスタンプを集めて応募いただくと、スタンプの数

に応じて、抽選で記念品をプレゼントします。 

1 開催期間 

6月 22日(木)～平成 30年 2月 28日（水） 

2 対象施設、講座・イベント等 

ECOをテーマとした講座や 

観察会のほか、楽しい工作な 

どを実施する施設等もありま 

す。施設や講座・イベントに 

よっては、予約が必要なもの 

や有料のものもあります。 

詳細は Webページをご覧ください。 

（http://aichi-eco.com/ael_stamprally/） 

3 記念品 

★ A賞～C賞：いずれも図書カード 

A賞:5,000円分【スタンプ 9個】…抽選で 5名様 

B賞:3,000円分【スタンプ 6個】…抽選で 20名様 

C賞:1,000円分【スタンプ 3個】…抽選で 100名様 

★ Wチャンス賞：惜しくも A賞～C賞に当たらなか

った方の中から、抽選で 300名様に対象施設等のオ

リジナルグッズセットをプレゼントします。 

4 応募方法・締め切り 

スタンプ帳（スタンプラリー対象施設で配布）に

ついている応募はがきにスタンプを集め、住所・氏

名など必要事項を記入の上、平成30年3月7日(水) 

【必着】までに AELネットスタンプラリー事務局

（あいち環境学習プラザ）まで郵送してください。 

5 その他 

「あいちエコアクション広報部」に任命された地

元アイドルグループのOS☆U
オーエスユー

 のメンバーが、愛知万

博公式マスコットキャラクターのモリゾー・キッコ

ロとともに、スタンプラリー期間中に 5回、対象講

座・イベント等に参加して、スタンプラリーを“推
お

す

推
お

す”（応援）する予定です。また、参加当日の様子

を、あいちエコアクションポータルサイト「エコリ

ンクあいち」の「つたえる！日記」のコーナー 

(http://aichi-eco.com/reports/)に掲載しますの

で、是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＡＥＬ
あ え る

ネットスタンプラリー」を開催します 

 
 

環境活動推進課 環境学習グループ 
あいち環境学習プラザ 

電話 052-972-9011（ダイヤルイン） 

 

あいちエコアクション広報部 

OS☆U 

モリゾー・キッコロ 

スタンプ帳 
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愛知県では、平成 24年度から「三河湾環境再生プ

ロジェクト-よみがえれ！生きものの里“三河湾”-」

を推進するための各種取組を実施しています。今年

度も、平成 27年 6月に設立した「三河湾環境再生パ

ートナーシップ・クラブ」と連携・協働して進めて

います。 

1 第 4回三河湾大感謝祭の開催 

多くの人々に「きれいで、豊かな、楽しめる『三

河湾』」に関心をもっていただき、三河湾の環境再生

に向けた機運を高めるため、10月に蒲郡市内で開催

します。 

2 三河湾環境学習会の開催 

 主に小学校高学年から中学生を対象に、実習船上

での水質調査などの環境調査体験等を通じて、三河

湾の環境を学んでいただく学習会を、8 月に蒲郡市

内で開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

3 PR活動 

ショッピングセンター等で、三河湾の環境再生の

取組や三河湾の生きものを知っていただくためのイ

ベントを 4回開催します。生きものの展示や実際に

生きものに触れるタッチプールなど、見て、触れて、

三河湾について親子で楽しく学んでいただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

4 三河湾環境再生体験会の開催 

干潟の環境保全についての関心を持っていただく

ため、干潟の生きもの観察や砂の流出防止などの保

全体験ができるイベントを、7 月に西尾市内で開催

します。 

 

 

 

 

 

 

5 NPO等の活動支援 

 三河湾の沿岸や流域における水質浄化の取組を推

進するため、「あいち森と緑づくり税」を活用し、「三

河湾環境再生パートナーシップ・クラブ」の構成団

体である NPO等団体の活動を支援しています。 

 今年度活動を支援している団体は次の 7団体です。 

・NPO法人愛知環境カウンセラー協会 

・「あいちの海」グリーンマップ 

・島を美しくつくる会 

・地域環境活性化協議会 

・半田こどもエコクラブ 

・矢作川をきれいにする会 

・東幡豆漁業協同組合 

 

なお、三河湾環境再生プロジェクトの詳細は Web 

ページをご覧ください。 

（http://www.pref.aichi.jp/soshiki/mizu/29mika

wawan-project.html） 

また、1～4の各イベントの開催日や内容等詳細に

ついては、決まり次第、県の Webページでお知らせ

します。(写真は昨年度の様子) 

 

 

 

水地盤環境課 三河湾環境再生グループ 

電話 052-954-6220（ダイヤルイン） 

 

三河湾環境再生プロジェクトを推進します！ 

 

三河湾の生きもの

とのふれあい 

顕微鏡を使ってプラ

ンクトンを観察 

干潟の砂の流出防止

活動を体験 
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愛知県では、公害を防除するために必要な施設の

設置や、公害を防止するための工場移転を行う中小

企業の皆様に、愛知県経済環境適応資金（パワーア

ップ資金）の融資を行っています。 

さらに、公害防除関連の融資では、「利子補給」制

度があります。利子補給とは、支払利子額の一部を

愛知県が補助することで、ご返済にかかる負担を軽

減するものです。 

融資についてのお尋ねや、ご相談を随時受け付け

ておりますので、環境対策への設備投資の検討に、

是非お問い合わせください。 

詳細は Webページをご覧ください。 

(http://www.pref.aichi.jp/0000069974.html) 

 

 

 

 

○融資の対象 

公害
防除
施設 

公害防除に必要な施設の設置や改善等を
講ずるための経費 
例:集じん施設、汚水処理施設、防音施設 

工場
移転 

現在地での公害防止が困難なため移転し、
移転先で必要な措置を講ずるための経費 
例:移転費、用地取得費、公害防除設備費 

○融資の条件 

融資限度額 1億 5,000万円 

融資期間/利率 
5年/年 1.4％以内 
7年/年 1.5％以内 
10年/年 1.6％以内 

利子補給率 
支払利子額の 60％ 
(公害防除施設 5,000万円、工場

移転 7,000万円の上限額有り) 

返済方法 
据置 1年以内 
原則元金均等分割返済 

 

 

 

 

 

愛知県では、温暖化対策・省エネ対策に取り組む

機会や資金・ノウハウが少ない中小企業を対象に、

「あいち省エネ相談」を実施しています。相談者の

経営状況等に応じ、無理なく取り組める対策だけで

なく、今年度からは省エネ設備への更新を促進する

など、専門家が無料で中小企業の省エネ取組をサポ

ートします。 

［あいち省エネ相談の特徴］ 

① 電話、窓口、訪問による総合的な相談体制を整備 

常設窓口を設置するとともに、サテライト窓口

として市町村、商工会議所や信用金庫などの一部

にも臨時の相談コーナーを設けて、中小企業の方

が気軽に相談できる体制を整備します。 

② 要望に応じた相談対応 

設備の運用改善による省エネから高効率な機器

や設備の導入・転換まで相談内容に応じたアドバ

イスを行います。さらに、国の補助制度について

情報提供等を行い、設備への更新を促進します。 

③ 相談後のフォローアップ 

取組を実践したことによる省エネ効果の把握や

更なるステップアップを促すためのアドバイスな

どを行うことで、相談者の自立的な省エネ活動を

後押しします。 

１ 受付日時 

月～金曜日（祝日、年末年始を除く） 

9:00～17:00（12:00～13:00を除く） 

２ 受付・問合せ先 

（一財）省エネルギーセンター東海支部 

電話：052-232-2216 

 

公害対策でお悩みの中小企業の皆様へ 
～ 金利の一部を利子補給します！～ 

 

環境政策課 法規・融資・補償グループ 

電話 052-954-6209（ダイヤルイン） 

 

「愛知県 利子補給」で検索！ 

「あいち省エネ相談」をリニューアルしました 
～ソフト対策からハード対策まで気軽にご相談ください（無料）～ 

 

大気環境課地球温暖化対策室 温暖化対策グループ 

電話 052-954-6242（ダイヤルイン） 
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愛知県では、「あいち森と緑づくり税」を活用し

て、平成 21年度から「あいち森と緑づくり環境活

動・学習推進事業交付金」により、ＮＰＯ・ボラン

ティア団体や市町村などが行う自発的な森と緑の保

全活動や環境学習事業に対し支援を行っています。 

今年度の交付金事業は 2月 17日から 3月 16日ま

で募集を行い、過去最多の 127団体から 131事業の

企画提案がありました。この中から、植樹や間伐と

いった森づくり、水と緑の恵みを体感し学習する活

動、緑のカーテンづくりなど、107団体、108事業を

交付対象に決定しました。 

今回の採択分を含め、これまでの9年間で延べ821

事業が交付対象となり、県内全域にわたり多くの県

民の皆さんが様々な活動に参加されています。 

なお、今年度の実施団体・事業の詳細は Webペー

ジをご覧ください。 

(http://www.pref.aichi.jp/ 

soshiki/kankyokatsudo/290523.html ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県では、「あいち森と緑づくり税」を活用して、

平成 26年度から「あいち森と緑づくり生態系ネット

ワーク形成事業交付金」により、複数の団体が協働

して行う生態系ネットワーク（*）形成の取組を支援

しています。 

このたび、今年度の交付対象者として、多様な主

体が集まり生物多様性のための取組を行っている 

6団体を決定しました。 

当交付金を活用して、企業敷地内におけるビオト

ープの整備、スギ・ヒノキなどの皆伐跡地における

広葉樹植栽などの事業が県内の 6地域（尾張西部、

新城設楽、知多半島、（名古屋）東部丘陵、西三河、

西三河南部）で実施されます。 

 
 
 

 

 

 

 

団体名 事業の名称 

尾張西部生態系ネッ

トワーク協議会 

企業調整池を活用した市民

参加型生態系ネットワーク

形成事業 

新城設楽生態系ネッ

トワーク協議会 

健全な森林生態系の保全・創

出 

知多半島生態系ネッ

トワーク協議会 

知多半島における生態系ネ

ットワークの形成 

東部丘陵生態系ネッ

トワーク協議会 

企業におけるビオトープ整

備事業 

西三河生態系ネット

ワーク協議会 

ソニーの森から広がる西三

河在来種の森づくり 

西三河南部生態系ネ

ットワーク協議会 

ニホンイシガメの生息環境

創出事業 

自然環境課 国際連携・生態系グループ 

電話 052-954-6229（ダイヤルイン） 

 

「あいち森と緑づくり生態系ネットワーク形成事業」の 
交付団体を決定しました 

 

詳細は Webページをご覧ください。 

（http://www.pref.aichi.jp/soshiki/shizen/2017network.html） 

 

「あいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業」の 
交付団体を決定しました 

 

緑のカーテン（昨年度） 

環境活動推進課 調整・環境配慮行動グループ 

電話 052-954-6241（ダイヤルイン） 

 

間伐体験（昨年度） 

＊生態系ネットワーク 

開発などで分断・孤立した、生きものの生息生

育空間を緑地などでつないで、地域本来の自然環

境を保全・再生する取組 
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1 廃棄物のゆくえ 

 私たちが出す廃棄物はどのように処理され、最終

的にどうなるのか知っていますか。 

 通常、廃棄物は最初にリサイクル施設や焼却施設

に運ばれ、様々な処理をされますが、リサイクルで

きない物や焼却後の灰がどうしても残ります。この

最後まで残った廃棄物を埋立処分するところが最終

処分場です。 

2 施設の概要 

 公益財団法人愛知臨海環境整備センター（略称：

ASEC（アセック））が運営する衣浦港３号地廃棄物最

終処分場は、知多郡武豊町にあります。大きさは南

北に約 1㎞、東西に約 500ｍで、ナゴヤドーム約 3

杯分の廃棄物を埋立処分することができます。 

 ここでは、会社や工場、建設現場などの事業活動

から発生する産業廃棄物や、家庭などの暮らしから

出る一般廃棄物を焼却した後の灰などを埋立処分し

ています。 

埋立後の土地は、工業用地として利用される予定

です。 

 

 

 

 

 

 

 

処分場全景（平成 29年 1月現在） 

 

 

3 見学の内容  

アセックが運営する衣浦港 3号地廃棄物最終処分

場では、ダンプカーで廃棄物が搬入されるところか

ら、処分場へ荷下ろしするまでの様子など、埋立処

理の一連の流れを見学いただけます。 

 どなたでも見学することができますので、お気軽

にお申し込みください。 

 また、平成 28年度にはお子様向けの DVDを作成し

ましたので、アセックへ遊びに来て、廃棄物の処理

について楽しく学んでみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物を投入している様子 

【愛知臨海環境整備センターの施設情報】 

公開日時：月曜日から金曜日 

（祝日、年末年始を除く） 

     9:00～12:00、13:00～17:00 

予約方法：電話にて事前予約 

住所：〒470-2300 知多郡武豊町字三号地１番地 

電話：0569-89-7300  FAX:0569-89-7301 

Webページ：http://www.asec.or.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ この環境かわら版は、環境部 Webページ「あいちの環境」http://www.pref.aichi.jp/kankyo/でも発信しており、写真等を 

カラーでご覧いただけます。この記事は広報紙等へ再掲していただきますようお願いします。 

愛知県環境情報紙「環境かわら版」 

平成 29年 6月 5日発行(第 253号) 

編集･発行 愛知県環境調査センター 

企画情報部 

〒462-0032 名古屋市北区辻町字流 7-6 

電話 052-910-5489(ダイヤルイン) 

編集後記 
気温も高くなり、じめじめした季節になってきました。本格的

な梅雨がやってきますね。愛知県庁では、5月から「さわやかエ
コスタイルキャンペーン」を開始し、軽装・ノーネクタイで仕事
に励んでいます。 
雨の日が多くなると憂鬱に感じる人も多いかもしれませんが、

きれいな紫陽花を見に行くなど、この時期ならではの自然を感じ
てみるのもおすすめです。        (企画・編集チーム) 
 
 
 
 
 
 

(企画・編集チーム) 

連載 

環境活動推進課 環境学習グループ 

        あいち環境学習プラザ 

電話 052-972-9011（ダイヤルイン） 

 

「愛知県内の環境学習施設へ遊びに行こう！」(1２) 

～公益財団法人 愛知臨海環境整備センター～ 


